
                            

 

    第 14期総会に参加下さい！ 

 

 

ところざわ倶楽部では、毎年、市民大学２年次講座終了時に、修了生に対し、ところざ

わ倶楽部およびサークル活動の紹介を行っていました。 

 

ところが今年は、コロナ禍により、27 期の皆様の修了が、来年 2 月にずれ込むことに

なり、例年のように、この時期に生涯学習推進センターでの対面紹介ができなくなってい

ます。 

 

そこで、修了前ではありますが、27 期の皆様に、私達の活動を理解していただくため、

ところざわ倶楽部第１４期総会（下記）を案内することにいたしました。 

 

まずは、当倶楽部やサークル活動がどのようなものか“さわり”を感じていただきたく、

オブザーバーとしてご参加下さい。 

もちろん、入会も歓迎します。（原則は 27期修了後入会） 

 

参加ご希望の方は、総務部中原あてに、メール（nakaharamikio1949@gmail.com） 

または電話（080-4151-1045）にて連絡下さい。 

 

【定期総会】 

 日程：11月 25日(水) 13:00～16:0 

 会場：新所沢公民館ホール 

 予定：12:30 受付

13:00～14:00 定期総会 

14:15～16:00 映画鑑賞会    

題名「カルメン故郷に帰る」(松竹) 

   監督：木下恵介 

   出演：高峰秀子、小林とし子、 

坂本武、笠智衆ほか 

 

   

   ところざわ倶楽部のホームページ（www.tokorozawaclub.com）と 

    以下のサークル一覧表を参照下さい。 
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市民大学 27期生の皆様へ 
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No.
サークル名

代表者　連絡先
結成母体
特別会員

会
員
数

活動頻度
（曜日）

サークル
年会費

サークルの活動目的
活動内容

1

葵の会
水上俊彦
080-6855-5868

16期
能と源氏物語

33 月1回
定例会
第2木曜日

3,000円 ・古典芸能・古典文学を学び、心の糧とし
て心豊な人生を過す。
・講座「源氏物語」・「平家物語」・「徒
然草」・「万葉集」・「方丈記」等
・29年度は：「竹取物語」・「枕草子」・
30年度「能と古典のコラボ講座」・「古事
記」　講師：及川道之先生（秋草学園短期
大学教授）
能・歌舞伎・狂言・古跡見学・ハイキング
等外にも出掛けて視野を広める

2

アジア研究会
玉上佳彦
090-2497-1076

第14期
日本と世界

37 月1回
定例会
第3水曜日

1,000円 ・歴史的、経済的に関係が深いアジアの
国々について楽しみながら学ぶ。
・講演会、討論会、留学生との懇談会、映
画・ビデオ鑑賞、施設見学等の
ほか、季節に即した会員相互の懇親を目的
とした食事会などを開催。

3

活きいきシニア福祉の会
川上紀春
04-2994-8117

第21期
高齢者福祉
グループ

17 月1回
定例会
第4水曜日

1,000円 ・会員相互の友好と親睦を図ると共に、心
身の健康増進に努める。
・高齢者福祉について学習する。
・高齢者相互扶助の在り方について調査・
検討（実践）する。
・公助・地域福祉について提言する。
・高齢者福祉に関わる情報を収集・分析し
広報する。

4

楽悠クラブ
田村健一郎
090-8683-4796

第14期
音楽
藤田明先生

35 月1回
原則的に
第2火曜日

1,000円 ・音楽をとおし、メンバー相互の親睦と交
流を図る。
・オペラを中心に、ミュージカルや音楽に
関する映画などジャンルに捉われずに、幅
広い分野の鑑賞を楽しむ。ＤＶＤの鑑賞の
他に、劇場での鑑賞会も行なう。
・ところざわ倶楽部文化祭に混声合唱で出
演。

5

食を通して所沢を知る会
（略称：食トコ）
木下みえこ
090-7272-6752

第18期 14 月1回
定例会
第3火曜日

1,000円 ・「食」というキーワードで会員相互のコ
ミュニティの輪を広げていく。
・主な活動として
① 地産地消推進活動と地元産を使用した料
理教室
② 食に関する勉強会と講演会
③ フードバンクへの協力
（フードロスをなくす為にもったいないか
らありがとうへ）

6

地球環境に学ぶ
中島峯生
04-2928-1161

第14期
地球環境

11 月1回
第3火曜

1,000円 今や身近な環境も地球全体のことを学ばな
いと理解できません。
”異常気象”が繰り返され”異常”が”あ
たりまえ”になってきています。それは何
故かを地球規模で考え、個人は何をするべ
きか、皆で学び行動しています。学ぶキー
ワードは、地球温暖化、CO2削減、大気
汚染、原発問題、再生可能エネルギー、ご
み問題、生物多様性 etc.
パリ協定や市民電力、種子法などの講演会
も共催しました。

ところざわ倶楽部　サークル一覧表（五十音順）　



7

所沢シニア世代地域デ
ビュー支援の会（略称：
地域デビュー支援の会）
田口元也
090-9820-5668

第18期
第20期

10 月1回
第1水曜日

1,000円 ・定年退職者の生きがいのあるセカンドラ
イフを支援するサークルで、所沢市におい
てシニア世代が多方面にわたって社会参加
活動ができるような環境づくりをめざして
います。
・元気な高齢者が社会参加できるような講
座（シニア世代なんでも塾）やいま活躍し
ている団体・サークルの紹介にも取り組ん
でいます。
・シニアのチアダンスチーム「スマイル・
パイレーツ」を設立し、地域で開催される
イベントや老人施設で発表活動もしていま
す。

8

所沢の自然と農業
稲村洋二
090-5530-4703

第15期
環境倫理
第16期
所沢の農業

26 月1～2回
定例会
第2木曜日

必要時 ・所沢の自然を未来につなげるため、里山
の保全・再生の啓発活動及び実践。（落ち
葉掃き、トトロ21号地保全管理）
・野菜つくり実践の場として市民大学
ファームと山田ファームの運営を主導。
・長野県高山村のリンゴ農家の支援活動
（５月、１０月）
・柳瀬荘黄林閣散策路整備ボランティア活
動

9

野老澤の歴史を
たのしむ会
大舘徹
04ｰ2924-3010

第16期
所沢市史

45 月2回
第1・第3木
曜日

1,000円 ・毎年研究テーマを設定し、所沢市や関連
する近隣地域の歴史を学び足跡を巡りま
す。
・近現代の所沢に影響を与えた人・物を研
究します。
・所沢市史を楽しく学び会員相互の親睦を
図ります。

10

ドラマティック・
カンパニー
高橋信行
090-9393-6238

第15期
文学と音楽
笠松泰洋先生

13 月2回
第1・3土曜

8,400円 ・シェイクスピアの戯曲を読む。文化祭な
どで朗読劇を発表する。
　これまでに「ハムレット」「オセロー」
などを上演。
・笠松先生に可能な範囲でおいで頂いてい
ますが、先生の熱のこもったご指導が魅力
です。笠松先生の話はつきない！おもしろ
い！

11

懐かしの映画・鑑賞会
二上拓夫
080-1250-6151

第19期
「所沢の元気
なまちづく
り」有志

36 月2回
第2・4火曜
日

1,000円 ・懐かしの映画を大きなスクリーンで鑑賞
する。話題の映画で現役時代に観られな
かったり、子育てで観ていなかった作品を
観たい。
・作品の内容や俳優、上映された時代に振
り返り、上映後懇談する。
・持ち寄ったお菓子を食べ・お茶を飲みな
がら映画を楽しみましょう

12

脳活サークル
加曾利厚雄
04-2939-2308

第18期
脳の科学

17 月1回
第4月曜日

1,000円 ・脳活サークルは会員自身が「認知症にな
らない生活」を身に付けることを目的とし
ています。
 ・「知らないより知っていると安心！家族
に何があっても安心！」など認知症につい
ての知識や地域の情報も得られます。
 ・定例会では、「音楽療法」「先端技術館
見学」「幸せを呼ぶ終活」「落語観賞」
「会員の認知症予防策」「雑談会」など
行っています。



13

傍聴席
石堂智士
04-2947-0835

第14期
日本の将来

15 月1回
第3月曜

1,000円 ・地方自治とメディアを中心テーマに身近
な課題を学び、意見交換を行う。
・市議会傍聴、自主勉強会、研修会を含む
学習の場と、ささやかなメディアとしての
ブログ「傍聴席」の２つの分野で活動して
いる。
・自立する市民として必要な情報を交換、
実践にも繋げようと考えている。

14

民話の会
仲山富夫
090-3902-0283

第14・15・
16・19・21期
一般会員

9 月1回
第3金曜日

1,000円 ・民衆の中から生まれた所沢の民話や説話
や伝説を語り伝える活動を行います。
・民間伝承を基に、所沢の民話創作に挑戦
していきます。
・サークルソング『民話はみんなの宝物』
が出来ました。
・児童館、小学校、老人施設、ところざわ
倶楽部文化祭等に参加し、
民俗伝承文化の楽しさを伝えていきます。


